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方
言
文
献
と
し
て
の
『
藥
師
瑠
璃
光
如
來
本
願
功
徳
經 

直
読
訓
點 

完
』（
一
） 

─
紹
介
と
翻
刻
─
（
久
保
薗
）

（17）

一

は
じ
め
に

昨
年
、『
藥
師
瑠
璃
光
如
來
本
願
功
徳
經 

直
読
訓
點 

完
』
と
い
う
外
題
を
持
つ

折
装
の
資
料
を
入
手
し
た
。
こ
の
資
料
に
は
漢
字
で
表
記
さ
れ
た
経
文
に
対
し
て

片
仮
名
表
記
を
主
と
す
る
振
り
仮
名
・
送
り
仮
名
が
多
く
存
す
る
が
、
次
に
挙
げ

る
よ
う
に
、
中
央
語
を
反
映
す
る
文
献
と
は
や
や
異
な
っ
た
表
記
が
見
受
け
ら
れ

る
１
。（1）

ａ
．
我
法
ノ
中
〈
ウ
ヂ
ニ
〉
於
〈
ヲ
ヘ
デ
〉（
８
折
）

ｂ
．
貧
窮
〈
ヒ
ン
キ
ヤ
ウ
〉
多
苦
〈
タ
グ
〉（
９
折
）

本
資
料
は
岩
手
県
で
書
写
さ
れ
た
こ
と
、
現
代
の
岩
手
方
言
を
含
む
東
北
方
言

と
似
た
言
語
的
特
徴
を
持
ち
、
近
世
期
の
東
北
方
言
文
献
と
似
た
表
記
を
持
つ
こ

と
か
ら
、
岩
手
方
言
を
反
映
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

こ
の
資
料
に
つ
い
て
書
誌
情
報
、
書
写
者
と
成
立
の
経
緯
、
言
語
的
特
徴
を
中
心

に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
資
料
冒
頭
部
分
の
翻
刻
を
行
う
。
一
般
に
、
方
言
で
記

述
す
る
、
あ
る
い
は
方
言
を
記
録
す
る
文
献
は
中
央
語
文
献
に
比
し
て
相
対
的
に
少

な
い
こ
と
か
ら
、
方
言
文
献
と
し
て
の
利
用
可
能
性
を
期
待
し
て
の
紹
介
で
あ
る
。

二

資
料
概
要

二
―
一

書
誌
情
報

は
じ
め
に
本
資
料
の
書
誌
情
報
を
示
す
２
。

〈
外
題
〉

藥
師
瑠
璃
光
如
來
本
願
功
徳
經 

直
読
訓
點 

完

〈
内
題
〉

本
經
眞
直
訓
點
訂
正 

藥
師
瑠
璃
光
如
來
本
願
功
徳
經

〈
残
欠
状
況
〉

一
帖

〈
保
存
状
況
〉

シ
ミ
、
ヨ
ゴ
レ
あ
り
。
折
部
分
に
ス
レ
あ
り
。

〈
体
裁
〉

折
装

〈
書
写
年
時
〉

明
治
２
８
年

〈
本
文
用
字
〉

漢
字
。
振
り
仮
名
・
送
り
仮
名
は
片
仮
名
主
体
。

〈
一
面
行
数
〉

 

一
折
８
行
。
１
行
１
３
字
。
目
移
り
の
た
め
に
誤
っ
て
一
行

飛
ば
し
た
と
思
し
い
箇
所
の
み
後
筆
の
た
め
５
行
。
ま
た
、

陀
羅
尼
部
分
の
み
一
行
１
３
字
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

〈
法
量
〉

 

タ
テ
約
２
３
．
６
ｃ
ｍ
、
ヨ
コ
全
長
９
２
８
ｃ
ｍ
。
墨
付
き

５
７
折
。

久

保

薗

愛

方
言
文
献
と
し
て
の
『
藥
師
瑠
璃
光
如
來
本
願
功
徳
經 

直
読
訓
點 

完
』（
一
）

│

紹
介
と
翻
刻

│
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�

ヨ
コ
は
、
約
１
６
ｃ
ｍ
×
５
枚
、
２
４
ｃ
ｍ
×
４
枚
、
４
ｃ
ｍ

×
４
枚
、
２
６
ｃ
ｍ
×
３
枚
、
３
ｃ
ｍ
×
３
枚
、
２
７
ｃ
ｍ

×
２
枚
…
の
よ
う
に
長
さ
の
大
き
く
異
な
る
紙
を
非
常
に
多

く
継
ぐ
。
最
も
短
い
ヨ
コ
は
１
．
５
ｃ
ｍ
の
も
の
も
あ
る
。

背
面
に
入
佛
式
護
摩
行
と
仏
像
の
配
置
を
書
い
た
紙
を
糊
付

け
し
て
い
る
。
字
高
約
１
９
ｃ
ｍ

〈
表
紙
〉

縹
色

〈
料
紙
〉

楮
紙

〈
書
入
〉

�

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
胡
粉
と
思
わ
れ
る
も
の
に
よ
る
修
正
あ
り
。

わ
ず
か
に
朱
点
に
よ
る
修
正
あ
り
。
後
半
に
擦
り
消
し
と
見

ら
れ
る
跡
あ
り
。
６
折
目
「
荘
厳
」
の
振
り
仮
名
が
後
筆
。

背
面
に
真
言
と
表
白
文
、
明
治
２
６
年
の
峯
薬
師
瑠
璃
光
如

来
と
十
二
神
将
の
修
繕
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
る
。

〈
貼
付
〉

な
し

〈
奥
書
〉３

�

奉
書
寫
時
／
明
治
廿
八
乙
未[

夭
＋
萬]

孟
正
吉
旦
／
巖
手
縣

陸
中
國
磐
井
郡
長
嶋
村
長
部
／
峯
藥
師
堂
住
／
岩
淵
慶
蔵
／

秀
知

〈
印
記
〉

�

内
題
下
に
「
東
磐
長
藥
師
堂
持
書
印
」
の
朱
印
。
冒
頭
に
楷

書
の
「
磐
淵
秀
知
」
の
朱
印
。
刊
記
末
に
隷
書
「
岩
淵
秀
知
」

の
朱
印
。

〈
そ
の
他
〉

�

全
体
に
わ
た
っ
て
雲
母
引
き
あ
り
。

〈
書
入
〉
で
述
べ
た
よ
う
に
紙
背
に
入
佛
式
に
関
す
る
記
録
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ

を
本
稿
末
尾
に
挙
げ
る
。〈
奥
書
〉
の
情
報
と
資
料
背
面
の
記
録
か
ら
、
本
資
料
は
、

明
治
２
６
年
に
行
わ
れ
た
峯
薬
師
堂
の
修
繕
作
業
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
護
摩
行
に

関
わ
っ
て
明
治
２
８
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

二
―
二

書
写
者
と
書
写
の
場

言
語
資
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
は
、
資
料
の
筆
録
者
の
素
性
・
属
性
を
明

図２ 資料冒頭 図１ 資料表紙
（いずれも架蔵）
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ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、「
岩
淵
慶
蔵
秀
知
」
な
る
人
物
と
資
料

が
成
立
し
た
場
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

本
資
料
に
は
末
尾
に
「
巖
手
縣
陸
中
國
磐
井
郡
長
嶋
村
長
部
／
峯
藥
師
堂
住
／

岩
淵
慶
蔵
／
秀
知
」
と
あ
り
、
ま
た
内
題
下
に
「
東
磐
長
藥
師
堂
持
書
印
」
の
朱

印
が
あ
る
。「
長
嶋
町
長
部
」
は
現
在
の
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
長
部
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
地
域
の
記
録
を
見
て
み
よ
う
。

『
平
泉
町
史 

史
料
編
（
二
）』
に
翻
刻
所
収
の
、
岩
淵
壽
太
郎
氏
所
蔵
「
長
島
村

役
場
沿
革
記
」
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
（
引
用
に
際
し
て
旧
字
を
新
字
に
改
め
た
）。

（2）
「
長
島
村
役
場
沿
革
記
」
４

（
前
略
）
組
総
代
十
七
名

明
治
九
年
十
一
月
扱
所
部
内
ヲ
十
七
組
ト
為
シ
、

各
組
ニ
総
代
ヲ
措
ク

総
代
拝
命
者

 

（『
平
泉
町
史 

史
料
編 

二
』
ｐ
ｐ
．
７
２
３
～
７
２
４
）

こ
の
記
述
か
ら
、
現
・
平
泉
町
長
部
の
薬
師
堂
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
岩
淵
慶

蔵
と
い
う
人
物
が
確
か
に
明
治
期
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
当
地
の
郷

土
史
研
究
者
の
千
葉
信
胤
氏
（
岩
手
大
学
平
泉
文
化
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
・
平
泉

文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー
参
与
）
に
よ
る
と
、
岩
淵
氏
は
代
々
平
泉
町
に
現
存
す
る
「
峯
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薬
師
堂
」
の
別
当
を
務
め
て
い
た
地
元
の
名
士
で
あ
る
と
い
う
。

今
回
（
２
０
２
３
年
１
１
月
２
６
～
２
９
日
）、
上
述
の
千
葉
氏
の
お
取
り
計
ら

い
で
岩
淵
慶
蔵
秀
知
氏
の
子
孫
に
あ
た
る

氏
に
お
目
に
掛
か
り
、
岩

淵
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
見
性
寺
の
岩
淵
家
の
法
名
碑
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
菩
提
寺
で
あ
る
見
性
寺
の
岩
淵
家
法
名
碑
を
見
る
と
、
次
の
記

録
が
あ
っ
た
。

（3）�

十
一
代�

徳
称
院
中
興
賢
道
秀
知
清
居
士

大
正
五
年
旧
八
月
八
日

慶
蔵

八
十
二
才

こ
の
記
録
か
ら
逆
算
す
る
と
岩
淵
慶
蔵
氏
は
天
保
六
年
（
１
８
３
５
）
頃
の
生
ま

れ
で
あ
り
、
幕
末
か
ら
大
正
初
め
ま
で
を
生
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
法
名

に
「
中
興
」
と
あ
り
、
先
祖
の
記
録
や
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
を
書
写
し
、
村
誌
編
纂

に
多
大
な
協
力
を
行
っ
て
い
る
こ
と
５
な
ど
か
ら
、
お
そ
ら
く
岩
淵
家
の
中
興
の
祖

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
人
物
で
あ
ろ
う
と
推
定
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
資
料
が
成
立
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
峯
薬
師
堂
」
と
は
ど

こ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
峯
薬
師
堂
」
あ
る
い
は
「
薬
師
堂
」
に
該
当
し
そ
う
な
も

の
は
、
こ
の
地
に
少
な
く
と
も
３
つ
あ
る
。
中
尊
寺
・
瑠
璃
光
院
が
管
理
す
る
薬

師
堂
、
同
じ
く
願
成
就
院
が
管
理
す
る
峯
薬
師
堂
、
そ
し
て
岩
淵
氏
が
別
当
を
務

め
て
い
た
峯
薬
師
堂
で
あ
る
。
順
当
に
考
え
れ
ば
こ
の
「
峯
薬
師
堂
」
と
は
岩
淵

氏
の
峯
薬
師
堂
で
あ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
る
が
、
二
―
一
で
触
れ
た
背
面
の
入
佛
式

の
記
録（
本
稿
末
尾
に
掲
載
）に
は
中
尊
寺
の
関
係
者
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
ど
こ
で
書
写
さ
れ
た
の
か
を
一
旦
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
各
薬
師
堂
に
納
め
ら
れ
て
い
る
像
の
名
称
と
、
資
料
背
面
の
記
録
に
あ

る
像
の
名
称
と
の
比
較
か
ら
「
峯
薬
師
堂
」
を
特
定
す
る
。

ま
ず
中
尊
寺
の
２
つ
の
「
薬
師
堂
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
瑠
璃
光
院
の
薬
師
堂

に
は
、
本
資
料
背
面
の
記
録
に
あ
る
「
十
二
神
将
」
に
加
え
、
資
料
背
面
に
記
載

の
な
い「
薬
師
瑠
璃
光
如
来
立
像
」（
本
資
料
の
背
面
の
記
述
は「
座
像
」で
あ
り「
立

像
」
で
は
な
い
）「
日
光
菩
薩
」「
月
光
菩
薩
」「
子
安
観
音
菩
薩
」
が
祀
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
願
成
就
院
の
峯
薬
師
堂
に
は
「
薬
師
如
来
像
」
と
と
も
に
資
料
背
面
に
記
載

の
な
い
「
日
光
菩
薩
」「
月
光
菩
薩
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
６
。
し
た
が
っ
て
、
両
者

と
も
本
資
料
の
背
面
に
記
載
さ
れ
る
仏
像
と
食
い
違
い
が
あ
る
。

次
に
岩
淵
氏
の
薬
師
堂
に
つ
い
て
述
べ
る
。
今
回
、
前
述
の
千
葉
氏
の
お
取
り

計
ら
い
と

氏
の
ご
許
可
の
も
と
、
岩
淵
家
の
管
理
す
る
薬
師
堂
に
入

れ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
内
部
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
堂
内
に
は
資
料
背
面

の
記
載
通
り
「
薬
師
瑠
璃
光
如
来
像
」
の
座
像
と
「
十
二
神
将
」
の
み
が
祀
ら
れ

て
お
り
、
本
資
料
に
記
載
の
仏
像
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
書
か
れ

て
い
る
明
治
２
６
年
に
補
修
さ
れ
た
薬
師
堂
と
は
岩
淵
氏
が
別
当
を
務
め
る
峯
薬

師
堂
で
あ
り
、
何
ら
か
の
理
由
で
中
尊
寺
関
係
者
が
入
佛
式
の
護
摩
行
を
行
い
、

こ
れ
に
関
係
し
て
書
写
さ
れ
た
の
が
今
回
扱
う
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
と

い
う
こ
と
に
な
る
７
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
資
料
は
代
々
こ
の
地
に
根
付
い
て
い
た

人
物
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
に
近
い
場
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

三

言
語
的
特
徴

次
に
本
資
料
の
言
語
的
特
徴
に
移
ろ
う
。
こ
の
資
料
は
薬
師
経
を
書
写
し
た
も

の
で
あ
り
、
経
文
本
文
は
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
が
、
片
仮
名
主
体
の
豊
富
な
振
り

仮
名
・
送
り
仮
名
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
振
り
仮
名
・
送
り
仮
名
の
主
要

な
特
徴
を
示
す
。
こ
の
資
料
に
見
ら
れ
る
仮
名
に
は
以
下
の
特
徴
が
あ
る
。
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（4）

ａ
．
単
独
母
音
の
イ
と
エ
が
混
同
す
る
語
が
あ
る
。

ｂ
．
語
中
の
カ
行
・
タ
行
相
当
の
文
字
に
双
点
「゙
」
が
打
た
れ
て
い
る
も

の
が
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
。

ｃ
．
少
数
だ
が
ア
ウ
型
動
詞
が
オ
ウ
に
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
見
て
い
こ
う
。

三
―
一

単
独
母
音
の
イ
・
エ
の
混
同
に
つ
い
て

本
資
料
で
は
、
単
独
母
音
イ
と
想
定
で
き
る
と
こ
ろ
に
エ
が
現
れ
る
も
の
、
あ

る
い
は
そ
の
逆
の
例
が
見
受
け
ら
れ
る
（
す
べ
て
語
中
の
例
で
あ
り
、
偶
然
の
可

能
性
も
高
い
が
語
頭
の
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
）。

（5）�

イ
→
エ
の
例
（
３
５
例
。
た
だ
し
、
う
ち
２
８
例
が
「
於
い
て
」
に
あ
た

る
も
の
。）８

ａ
．
於
〈
ヲ
ヘ
テ
〉（
３
６
折
）
＝
於
い
て

ｂ
．
説
聞
〈
ト
グ
ヲ
キ
ヘ
テ
〉（
３
８
折
）
＝
説
く
を
聞
い
て

ｃ
．
琰
魔
使
〈
ヱ
ン
マ
ノ
ツ
カ
ヘ
〉（
４
２
折
）
＝
閻
魔
の
使
い

（6）�

エ
→
イ
の
例
（
２
例
の
み
）

ａ
．
加
〈
ク
ハ
イ
〉（
１
５
折
）
＝
加
え

ｂ
．
帰
依
〈
キ
イ
ス
レ
ハ
〉（
２
０
折
）
＝
帰
依
（
き
え
）
す
れ
ば
９

こ
の
現
象
は
単
独
母
音
音
節
に
の
み
に
生
じ
て
お
り
、
現
時
点
の
調
査
で
は
子
音

＋
母
音
音
節
に
は
イ
段
と
エ
段
が
交
替
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
イ
相
当

を
エ
と
し
た
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
タ
イ
プ
は
「
於
い
て
」
を
オ
エ
テ
と
し
た
も

の
が
３
５
例
中
２
８
例
で
あ
り
、
異
な
り
語
数
と
し
て
は
イ
→
エ
の
タ
イ
プ
が
や

や
多
い
か
と
い
う
程
度
で
と
エ
→
イ
の
タ
イ
プ
と
の
間
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
（
た
だ
、
元
の
イ
・
エ
を
保
持
す
る
例
は
ま
だ
数
え
上
げ

て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
）。

右
の
様
相
は
、
現
代
岩
手
方
言
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
斎
藤
（
２
０
０
１
）
か

ら
該
当
部
分
の
解
説
を
挙
げ
る
。

（7）�

■
イ
段
音
と
エ
段
音

岩
手
方
言
の
エ
段
音
は
共
通
語
よ
り
や
や
調
音
点
が
高
い[ ẹ

～ɪ]

で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
イ
段
音
が
中
舌
母
音[ï]

で
あ
る
た
め
、
イ
段
と
エ
段
の

母
音
は
共
通
語
の
場
合
よ
り
調
音
点
が
接
近
し
て
い
る
。
両
母
音
は
、
区
別

が
明
確
に
保
た
れ
て
い
る
（
キ
「
木
」
対
ケ
「
毛
」）
が
、
単
独
母
音
で
拍
を

な
す
場
合
は
、
対
立
を
失
い
「
エ
」
に
統
合
す
る
傾
向
が
あ
る
。

そ
の
統
合
の
様
相
は
方
言
に
よ
り
段
階
が
異
な
っ
て
い
る
。
沿
岸
部
の
久

慈
市
・
三
陸
町
・
陸
前
高
田
市
で
は
、「
イ
」
と
「
エ
」
が
完
全
に
「
エ
」
に

統
合
し
て
い
る
が
、
一
関
市
・
安
代
町
・
盛
岡
市
等
で
は
語
例
は
少
な
い
も

の
の
「
イ
」
が
保
た
れ
て
い
る
。

例
：
三
陸
町
・
陸
前
高
田
市
〈
完
全
に
「
エ
」
に
統
合
〉

＝
エ
（
胃
・
胆
・
柄
・
絵
）、
コ
エ
（
鯉
・
声
）

一
関
市
〈「
エ
」
に
統
合
す
る
傾
向
は
強
い
が
「
イ
」
も
保
た
れ
て
い
る
〉

＝
イ
（
胃
・
胆
）、
エ
（
柄
・
絵
）、
コ
エ
（
鯉
・
声
）

�

（
斎
藤
２
０
０
１
、�ｐ
．
９
）

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
子
音
＋
母
音
音
節
の
場
合
は
イ
段
と
エ
段
の
区
別
が
あ

る
も
の
の
、
単
独
母
音
音
節
の
場
合
は
対
立
を
失
う
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
本
資

料
の
特
徴
と
近
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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三
―
二

語
中
の
カ
行
・
タ
行
の
双
点
表
記
に
つ
い
て

三
―
二
―
一

�

語
中
の
カ
行
・
タ
行
に
双
点
「゙
」
が
付
さ
れ
る

も
の

本
資
料
で
は
、
次
の
よ
う
に
語
中
の
カ
行
・
タ
行
音
を
中
心
に
双
点
「゙
」
が
付

さ
れ
る
も
の
が
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る
10
。

（8）�

カ
行

ａ
．
白
癩
〈
ヒ
ヤ
グ
ラ
イ
〉（
８
折
）

ｂ
．
諦
〈
ア
ギ
ラ
ガ
ニ
〉（
３
折
）

ｃ
．
受
不
〈
ウ
ゲ
ズ
〉（
２
５
折
）

（9）�

タ
行

ａ
．
日
月
〈
ニ
ヂ
ク
ハ
ツ
〉（
６
折
）

ｂ
．
本
菩
薩
〈
モ
ド
〉（
１
３
折
）

ｃ
．
持
〈
タ
モ
デ
リ
〉（
１
４
折
）

現
代
東
北
方
言
で
は
語
中
の
カ
行
・
タ
行
子
音
が
有
声
化
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り
、
こ
こ
に
挙
げ
た
カ
行
・
タ
行
子
音
の
双
点
表
記
も
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
有

声
化
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
現
代
方
言
の
語
中
の
カ
行
・
タ
行
の
有
声
化
現
象
は
ど
ん
な
環
境
で

も
生
じ
る
の
で
は
な
く
、「
母
音
間
で
有
声
化
」（
井
上
１
９
６
８
：
２
０
０
０
、ｐ
．

３
６
０
）
す
る
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
有
声
化
を
生
じ
な
い
い
く
つ
か
の
条

件
が
あ
る
と
い
う
。
以
下
に
井
上
（
１
９
６
８
：
２
０
０
０
、
第
十
八
章
）、
大
橋

（
２
０
０
２
、
第
二
章
第
一
節
）
か
ら
、
東
北
方
言
の
カ
行
・
タ
行
の
有
声
化
に
つ

い
て
、
そ
れ
が
実
現
し
づ
ら
い
主
要
な
条
件
を
ま
と
め
て
挙
げ
る
（
例
は
こ
れ
ら

先
行
研
究
か
ら
引
用
し
、
表
記
は
私
に
改
め
た
）。

（10）�

語
中
の
カ
・
タ
行
有
声
化
が
生
じ
な
い
主
要
な
条
件

ａ
．
特
殊
拍
（
促
音
・
撥
音
・
長
音
）
の
あ
と

例
：
農
家[nooka]

ｂ
．
Ｃ
１
Ｖ
狭
Ｃ
２
Ｖ
広
構
造
の
Ｃ
２

例
：
鹿[ɕika]

11

ｃ
．
派
生
語
・
複
合
語
の
後
部
形
態
素
の
頭

例
：
男
の
卑
称[jaɾoko]

�

ｄ
．
オ
ノ
マ
ト
ペ
・
漢
語
・
外
来
語
、
非
日
常
語

例
：
ポ
カ
ポ
カ[pokapoka]

、

保
険[hokeɴ]

（
１
０
ａ
ｂ
）
は
音
環
境
の
問
題
で
、
母
音
間
で
は
な
い
環
境
を
示
し
て
お
り
、

（
１
０
ｃ
）
は
形
態
音
韻
論
の
問
題
、（
１
０
ｄ
）
は
語
彙
的
環
境
の
問
題
で
あ
る
。

た
だ
し
、
上
記
の
条
件
が
カ
行
・
タ
行
の
有
声
化
を
完
全
に
阻
害
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
た
と
え
ば
井
上
（
１
９
６
８
：
２
０
０
０
）
は
（
１
０
ｃ
）
に
関
し
て

[om
odae]

（
重
た
い
）、（
１
０
ｄ
）
に
関
し
て[jagaɴ]

（
薬
罐
）
や[bɯ

daï]

な

ど
の
例
外
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
大
橋
（
２
０
０
２
）
は
促
音
・
撥
音
に
比
べ

て
長
音
の
あ
と
で
有
声
化
が
生
じ
う
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ス
ペ
ク
ト
ル
分
析
の
結

果
、
東
北
方
言
の
促
音
・
撥
音
は
１
モ
ー
ラ
分
の
持
続
時
間
を
保
持
す
る
の
に
対

し
て
長
音
は
１
モ
ー
ラ
分
の
持
続
時
間
を
持
た
な
い
こ
と
、
そ
の
結
果
、
当
地
の

長
音
は
特
殊
拍
と
し
て
の
働
き
が
十
分
で
な
い
た
め
に
促
音
・
撥
音
と
同
様
の
傾

向
を
示
さ
な
い
（
例
外
的
に
有
声
化
し
う
る
）
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
大
橋

２
０
０
０
、
第
二
章
第
一
節
お
よ
び
第
三
章
第
一
節
）。

こ
の
よ
う
な
例
外
も
あ
る
が
、
有
声
化
を
生
じ
る
、
あ
る
い
は
阻
害
す
る
一
定

の
傾
向
は
あ
る
。
以
下
で
は
こ
の
条
件
を
踏
ま
え
、特
に
音
環
境
に
着
目
し
て
カ
行
・

タ
行
の
双
点
表
記
の
例
を
検
討
す
る
。
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方
言
文
献
と
し
て
の
『
藥
師
瑠
璃
光
如
來
本
願
功
徳
經 

直
読
訓
點 

完
』（
一
） 

─
紹
介
と
翻
刻
─
（
久
保
薗
）

（23）

三
―
二
―
二

音
環
境
に
よ
る
カ
行
・
タ
行
双
点
表
記
の
様
相

以
下
に
こ
の
資
料
に
見
ら
れ
る
カ
行
・
タ
行
表
記
の
例
を
、
音
環
境
ご
と
に
挙

げ
る
。

（11）�

現
代
方
言
で
カ
行
・
タ
行
有
声
化
が
生
じ
な
い
・
生
じ
に
く
い
と
さ
れ
る

音
環
境

ａ
．
促
音
・
撥
音
の
あ
と

該
当
例
な
し

ｂ
．
長
音
の
あ
と
（
７
例
）

設
〈
モ
フ
ゲ
デ
〉（
３
１
折
）
な
ど

ｃ
．
Ｃ
１
Ｖ
狭
Ｃ
２
Ｖ
広
構
造
の
Ｃ
２

�

３
例
だ
け
こ
の
環
境
で
も
有
声
化
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。

聞
〈
キ
ガ
ン
ト
〉（
４
折
）12
、
請
〈
ジ
ヤ
ウ
シ
デ
〉（
４
２
折
）
な
ど

（12）�

現
代
方
言
で
カ
行
・
タ
行
有
声
化
が
生
じ
る
音
環
境

Ｃ
１
Ｖ
狭
Ｃ
２
Ｖ
広
以
外
の
構
造
の
Ｃ
２
（
多
数
）

Ｃ
１
Ｖ
狭
Ｃ
２
Ｖ
狭
：
疾
疫
〈
シ
ヅ
ヱ
キ
〉（
４
６
折
）

Ｃ
１
Ｖ
広
Ｃ
２
Ｖ
狭
：
言
〈
モ
フ
サ
グ
〉（
４
折
）

Ｃ
１
Ｖ
広
Ｃ
２
Ｖ
広
：
施
〈
ホ
ト
ゴ
シ
ヲ
〉（
１
５
折
）

現
代
東
北
方
言
で
は
、
三
―
二
―
一
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
促
音
・
撥
音
の
あ
と

で
有
声
化
が
生
じ
な
い
こ
と
、
長
音
の
あ
と
で
は
そ
れ
に
比
べ
て
や
や
有
声
化
が

生
じ
う
る
こ
と
、
Ｃ
１
Ｖ
狭
Ｃ
２
Ｖ
広
構
造
で
は
狭
母
音
が
無
声
化
す
る
た
め
基
本
的

に
Ｃ
２
に
は
有
声
化
が
生
じ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
に
見
ら
れ

る
カ
行
・
タ
行
の
双
点
表
記
は
、
現
代
東
北
方
言
に
お
い
て
カ
行
・
タ
行
が
有
声

化
す
る
位
置
と
概
ね
合
致
す
る
と
こ
ろ
に
現
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
状
況
に
あ
る
。

三
―
三

ア
ウ
型
動
詞
の
オ
ウ
型
化

本
資
料
の
一
部
に
、
語
彙
的
に
ア
ウ
型
動
詞
が
オ
ウ
型
化
し
た
か
と
思
わ
れ
る

例
が
存
す
る
。
以
下
の
例
で
あ
る
。

（13）

ア
ウ
型
→
オ
ウ
型
（
３
例
）

ａ
．
願
〈
ネ
コ
ウ
事
〉（
９
折
）
＝
願
う
事

ｂ
．
補
〈
ヲ
キ
ノ
ウ
〉（
１
４
折
）
＝
補
う

ｃ
．
願
〈
ネ
コ
ウ
ベ
シ
〉（
１
５
折
）
＝
願
う
べ
し

た
だ
し
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
ア
ウ
型
を
保
持
す
る
例
も
あ
る
。

（14）�

ア
ウ
型
保
持
（
た
だ
し
す
べ
て
確
認
で
き
て
い
な
い
）

樂
〈
ネ
ガ
ウ
〉（
４
折
）
＝
願
う

こ
の
よ
う
な
現
象
に
つ
い
て
、
現
代
岩
手
方
言
の
次
の
記
述
が
あ
る
。

（15）

■
連
母
音
「
ア
ウ
・
オ
ウ
」

こ
の
連
母
音
は
、
共
通
語
の
所
謂
ワ
行
五
段
動
詞
の
末
尾
に
現
れ
る
。

�

連
母
音
「
ア
ウ
・
オ
ウ
」
は
南
部
方
言
地
域
の
一
関
市
方
言
で
は
、
共
に

「
オ
ー
」
と
な
り
、
沿
岸
方
言
地
域
に
位
置
す
る
久く

じ慈
方
言
・
三
陸
町
方
言
で

は
、連
母
音
「
ア
ウ
」
が
、「
カ
ー
」（
買
う
）、「
ワ
ラ
ー
」（
笑
う
）、「
ア
ラ
ー
」

（
洗
う
）
の
よ
う
に
「
ア
ー
」、「
オ
ウ
」
が
、「
マ
ヨ
ー
」（
迷
う
）
の
よ
う
に

「
オ
ー
」
と
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
融
合
は
、
若
干
の
例
外
も
あ
る
が
、

共
通
語
で
３
拍
以
上
の
拍
数
に
対
応
す
る
語
に
多
く
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
で

あ
る
。（
斎
藤
２
０
０
１
、
ｐ
．
１
０
）

斎
藤
（
２
０
０
１
）
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
13
、
本
資
料
に
見
ら
れ
る
の
は
「
願

う
」「
補
う
」
と
い
っ
た
３
拍
以
上
の
動
詞
で
あ
っ
て
、
現
代
方
言
に
連
続
す
る
よ

う
な
特
徴
と
言
え
よ
う
。
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三
―
四

本
資
料
の
基
盤
と
な
る
方
言

こ
こ
ま
で
資
料
の
言
語
的
特
徴
を
３
つ
挙
げ
た
が
、
い
ず
れ
も
岩
手
県
を
含

む
東
北
方
言
で
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
た
。
こ
の
資
料
が
書
写
さ
れ
た
場
と
、
書

写
者
の
出
身
地
は
現
・
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
で
あ
り
、
当
地
で
没
し
た
こ
と

か
ら
筆
録
者
は
こ
こ
で
人
生
の
大
半
を
過
ご
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
お
そ
ら
く
書
写
者
の
言
語
は
岩
手
方
言
が
基
盤
に
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
本
資
料
の
言
語
的
特
徴
は
、
近
世
期
の
東
北
方
言
文
献
に
も
あ
る
程

度
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
イ
と
エ
の
混
同
や
カ
行
・
タ
行
の
双

点
表
記
に
つ
い
て
い
え
ば
、
南
奥
方
言
的
性
格
を
持
つ
と
み
ら
れ
る
『
安
産
仙
翁

邦
言
教
喩
』（
山
本
２
０
０
４
）、
庄
内
洒
落
本
の
類
（
山
本
２
０
０
７
）、
新
発
田

藩
の
朱
子
学
講
義
録
（
金
田
１
９
８
３
）、
松
前
藩
士
の
文
書
（
諸
星
２
０
０
４
）、

仙
台
石
巻
方
言
を
反
映
し
た
レ
ザ
ノ
フ
資
料
（
村
山
１
９
６
５
、
江
口
２
０
１
０
）、

東
北
地
方
に
お
け
る
往
来
物
（
米
谷
２
０
２
３
）
な
ど
、
東
北
地
域
に
関
わ
る
多

く
の
文
献
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
14
。

資
料
の
書
写
者
の
属
性
と
成
立
の
場
と
い
っ
た
言
語
外
の
事
情
と
、
本
資
料
の
言

語
的
特
徴
と
現
代
方
言
と
の
連
続
性
、
近
い
時
代
の
東
北
方
言
文
献
の
特
徴
と
の
一

致
な
ど
、
複
数
の
点
か
ら
見
て
、
本
資
料
も
ま
た
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
岩
手

方
言
を
反
映
す
る
文
献
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
15
。

四

翻
刻

こ
こ
ま
で
本
資
料
の
成
立
と
書
写
者
、
資
料
内
の
言
語
的
特
徴
に
つ
い
て
述
べ

て
き
た
が
、
今
後
の
活
用
を
期
し
て
本
資
料
の
翻
刻
を
挙
げ
る
。
紙
幅
の
関
係
で

こ
こ
に
掲
載
可
能
な
の
は
冒
頭
部
分
程
度
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
残
り
の
部
分
は

別
稿
に
譲
る
。

凡
例

・
旧
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
可
能
な
限
り
原
本
通
り
の
字
体
に
し
た
。

・
合
字
の
シ
テ
や
ト
モ
な
ど
は
仮
名
に
ひ
ら
い
て
表
記
し
た
。

・
振
り
仮
名
は
ル
ビ
表
記
し
，
送
り
仮
名
は
小
書
き
で
表
記
し
た
。

・「
丁
」（
コ
ト
）
は
「
事
」
と
翻
字
し
た
。

１
折
オ

本
經
眞
直
訓
點
訂
正

藥
師
瑠
璃
光
如
來
本
願
功
徳
經

１
折
ウ

（
白
紙
）

２
折
オ

１

藥
師
瑠
璃
光
如
來
本
願
功
徳
經

２

大
唐
三
藏
法
師
玄
奘
奉	

詔
譯

３

是
カ
ク
ノ
コ
ト
グ如
我ハ
レ

聞
キ
ヽ
玉
ヘ

一
時
薄バ

伽ガ

梵ボ
ン

諸
國
ニ
遊ユ
ウ

化
ク
ハ
シ
テ

４

廣ク
ハ
ウ
ゴ
ン
ジ
ヤ
ウ
ニ

嚴
城
至
リ
樂ガ
ク
ヲ
ン
ジ
ユ
ケ
ニ

音
樹
下
住
シ
玉
ヘ
リ
大タ
イ
ヒ
ヅ
ス
ウ

苾
芻

２
折
ウ

１

衆
シ
ユ
ウ

八
千
人
與ト

倶ト
モ
ナ
リ
キ
菩
薩
摩
訶
薩
三

２

萬
六
千
及
ヒ
國
王
大
臣
婆
羅
門
居
士

３

天
龍
八
部
人
非
人
等
無
量
大
衆
ニ
恭ク

４

敬
キ
ヤ
ウ
シ

圍ヰ

繞ネ
ウ
セ
ラ
レ
而テ

爲
ニ
法
ヲ
説ト
ギ
玉
フ

３
折
オ

１

爾ソ
ノ

時ト
キ
ニ

曼
珠
室
利
法
王
子
佛
ノ
威
神
ヲ
承ウ
ゲ

２

座ザ

從ヨ
リ

起タ
ツ

而テ

偏
ヒ
ト
ヘ
ニ

一
肩ケ
ン
ヲ	

	

右
ノ

膝ヒ
ザ
ヲ

地
ニ
著ツ
ケ

薄

３

伽
梵
ニ

向ム
カ
ヘ
上
リ
曲コ
グ

躳キ
ウ

合
掌
シ
テ
白モ
ウ
シ
テ
言モ
ウ
サ
ク

４

世
尊
惟
願
ハ
ク
ハ
是
ノ
如
ク
相サ
ウ

類ル
イ

諸
佛
ノ
名
號

カ
ダ
ヌ
ギ
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方
言
文
献
と
し
て
の
『
藥
師
瑠
璃
光
如
來
本
願
功
徳
經 

直
読
訓
點 

完
』（
一
） 

─
紹
介
と
翻
刻
─
（
久
保
薗
）

（25）

３
折
ウ

１

及
本
大
願
殊
勝
功
徳
ヲ
演
説
シ
テ
諸
ノ
聞
者

２

ヲ
シ
テ
業ゴ
ツ

障シ
ヤ
ウ

消セ
ウ

除ヂ
ヨ

令セ
シ
メ
玉
ヘ
像ゾ
ウ

法ハ
ウ

轉テ
ン

時ヂ
ノ

諸
ノ
有ウ

３

情
ジ
ヤ
ウ
ヲ

利リ

樂
ラ
ク
セ
ン
ト

欲ホ
ツ
ス
ル
ヲ

爲
モ
ツ
テ
ノ

故
也

４

爾
ノ
時
ニ
世
尊
曼
珠
室
利
童
子
ヲ

讃ホ
メ
テ

言
ノ
玉
ハ
グ

善ヨ
ギ

４
折
オ

１

哉カ
ナ

善
哉
曼
珠
室
利
汝
大
悲
ヲ
以
テ
我
ニ
諸

２

佛
ノ
名
號
本
願
ノ
功
徳
ヲ

説ト
ゲ
ト

勧グ
ハ
ン

請
ジ
ヤ
ウ
シ

業ゴ
ウ

障
シ
ヤ
ウ
ニ

纏
マ
ド
ハ

３

所ル
ヽ

有ウ

情
ジ
ヤ
ウ
ヲ

抜ヌ
ギ

像
法
轉
時
ノ
諸
ノ
有
情
ヲ
利
樂
シ

４

安
樂
セ
ン
カ
爲
ノ
故
也
汝
今
諦
ア
ギ
ラ
ガ
ニ

聴キ
ヽ

極
キ
ハ
メ
テ

善ヨ
ク

思シ

惟ユ
イ

４
折
ウ

１

セ
ヨ

當マ
サ
ニ

汝
ノ
爲
ニ
説ト
グ
ヘ
シ
曼
珠
室
利
言
モ
フ
サ
グ

唯
然
リ

２

願
ク
ハ
説ト
ギ
玉
ヘ
我ワ
レ

等ラ

聞
キ
ガ
ン
ト

樂ネ
ガ
ウ

３

佛
曼
珠
室
利
ニ
告ツ
ゲ
玉
ハ
ク
東
方
此
ヲ
去
ル
事
十
殑ゴ

ウ

４

伽
沙
等
ノ
佛
土
ヲ

過ス
キ
テ

世
界
有
浄ジ
ヤ
ウ

瑠ル

璃リ
ト

名ナ
ヅ
グ

５
折
オ

１

佛
ヲ
藥
師
瑠
璃
光
如
来
應
正
等
覺
明

２

行
圓
満
善
逝
世
間
解
無
上
士
調
御

３

丈
夫
天
人
師
佛
薄
伽
梵
ト
號
シ
上
ル
曼
珠

４

室
利
彼
世
尊
藥
師
瑠
璃
光
如
来
本

５
折
ウ

１

菩
薩
ノ
道
ヲ
行
シ
玉
ヘ
シ
時
十
二
ノ
大
願
ヲ

發
ヲ
ゴ
シ
テ

諸
ノ
有

２

情
ヲ
シ
テ
求
ル
所
ノ
皆カ
イ
ド
ク得

令セ
シ
メ
玉
フ

３

第
一
ノ
大
願
願
ク
ハ
我
來
世
阿
耨
多
羅
三

４

藐
三
菩
提
ヲ
得
時
自
身
ノ
光
明
熾シ

然
ネ
ン
ト
シ
テ

無

６
折
オ

１

量
無
数
無
邉
ノ
世
界
ヲ
照カ
ヽ
ヤ
ガ
シ耀
三
十
二
大

２

丈
夫
相
八
十
隋
形
ヲ
以
テ
其
身
ヲ

荘シ
ヤ
ウ
コ
ン
シ厳

一

３

切
ノ
有
情
我
如
ク

異
コ
ト
ナ
ル
事

無ナ
ガ
ラ

令シ
ム

４

第
二
大
願
願
我
來
世
ニ
菩
提
ヲ
得
時
身

６
折
ウ

１

瑠
璃
ノ
如
ク
内
外
明
徹
シ
浄
シ
テ
瑕ゲ

穢ヱ

無ナ
グ

光
明

２

廣
大
ニ
功
徳
巍ギ

々
ヽ
ト
シ
テ

身
善
安
住
シ
焔ヱ
ン

網モ
ウ

荘

３

嚴
ス
ル
事
日ニ
ヂ

月ク
ハ
ツ

於ニ

過
ス
キ
タ
リ

幽ユ
ウ

冥
ミ
ヤ
ウ
ノ

衆
生
悉
ク
開カ
イ

暁
キ
ヤ
ウ
ヲ

４

蒙
カ
ウ
ム
リ
テ

意
ノ
趣
ク
所
ニ
隋
テ
諸
ノ
事
業
ヲ

作ナ
サ
ン

五

お
わ
り
に

本
稿
で
は
現
・
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
で
書
写
さ
れ
た
明
治
期
の
『
薬
師
瑠

璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』
に
つ
い
て
紹
介
し
、
言
語
的
特
徴
と
と
も
に
翻
刻
の
一

部
を
示
し
た
。
本
資
料
の
書
写
者
・
岩
淵
慶
蔵
氏
に
は
ほ
か
の
経
典
の
書
写
も
あ
り
、

本
稿
で
示
し
た
よ
う
な
言
語
的
特
徴
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別

途
報
告
す
る
と
と
も
に
、
本
資
料
の
残
り
の
翻
刻
も
東
日
本
方
言
を
中
心
に
見
ら

れ
る
語
中
の
有
声
化
現
象
に
つ
い
て
の
議
論
と
併
せ
て
別
稿
に
譲
る
。

【
参
考
文
献
】

井
上
史
雄（
１
９
６
８
）「
東
北
方
言
の
子
音
体
系
」『
言
語
研
究
』５
２（
井
上
史
雄
２
０
０
０『
東

北
方
言
の
変
遷
』秋
山
書
店
に
よ
っ
た
）

江
口
泰
生（
２
０
１
０
）「
レ
ザ
ノ
フ
資
料
の
日
本
語
」『
語
文
研
究
』１
０
８
・
１
０
９

大
橋
純
一（
２
０
０
２
）『
東
北
方
言
音
声
の
研
究
』お
う
ふ
う

岡
田
一
祐（
２
０
１
２
）「「
潮
来
婦
志
」の
資
料
性
」『
語
文
論
叢
』２
７

金
田
弘
（
１
９
８
３
）「
越
後
新
発
田
藩
儒
伊
東
信
斎
と
そ
の
講
述
筆
記
―
幕
末
期
地
方
教
養
層
の

言
語
に
つ
い
て
―
」『
國
學
院
大
學
紀
要
』２
１

川
本
栄
一
郎（
１
９
７
２
）「
幕
末
の『
獄
中
記
』に
見
ら
れ
る
ズ
ー
ズ
ー
弁
と
ガ
行
鼻
濁
音
」『
国
語

学
』９
１

斎
藤
孝
滋（
２
０
０
１
）『
日
本
の
こ
と
ば
シ
リ
ー
ズ
３

岩
手
県
の
こ
と
ば
』明
治
書
院
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肥
爪
周
二（
２
０
１
９
）『
日
本
語
音
節
構
造
史
の
研
究
』汲
古
書
院

平
泉
郷
土
館
編（
２
０
０
４
）『
平
泉
歴
史
的
地
名
調
査
事
業 

地
名
の
旅 

第
一
集 

長
嶋
編
』平
泉
郷

土
館

平
泉
町
史
編
纂
委
員
会
編（
１
９
９
３
）『
平
泉
町
史 

史
料
編 

二
』平
泉
町

村
山
七
郎（
１
９
６
５
）『
漂
流
民
の
言
語
』吉
川
弘
文
館

諸
星
美
智
直（
２
０
０
８
）「
函
館
市
中
央
図
書
館
蔵「
蠣
崎
文
書
」に
見
る
松
前
藩
士
の
音
韻
状
況
」

『
日
本
語
の
研
究
』４-

１

山
本
淳（
２
０
０
４
）「
宮
城
県
立
図
書
館
蔵『
安
産
仙
翁
邦
言
教
喩
』に
見
ら
れ
る
音
韻
現
象
」『
米

澤
国
語
国
文
』３
３

山
本
淳（
２
０
０
７
）「
玄
斎
文
庫
本『
温
泉
の
垢
』と
そ
の
表
記
・
表
現
―
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
本

本
文
と
の
比
較
か
ら
―
」『
山
形
女
子
短
期
大
学
紀
要
』４
１

米
谷
隆
（
２
０
１
９
）「
往
来
物
に
見
る
方
言
反
映
事
例
に
つ
い
て
―
近
世
後
期
の
東
北
地
方
に
お

け
る
―
」『
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
』２
０

【
謝
辞
】

本
稿
は
、
２
０
２
３
年
度
岡
山
大
学
国
語
国
文
学
会
に
お
い
て
発
表
し
た
内
容
の
一
部
で
あ
る
。

発
表
お
よ
び
原
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
平
泉
町
で
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
千
葉
信
胤
氏（
岩
手

大
学
平
泉
文
化
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
・
平
泉
文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー
参
与
）お
よ
び

氏
に

多
大
な
る
ご
協
力
と
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
特
に
千
葉
信
胤
氏
が
居
ら
れ
な
け
れ
ば
現
地
で
の
調
査

は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
書
誌
情
報
の
調
査
に
つ
い
て
は
岡
田
一
祐
氏（
慶
應
義
塾
大
学
文
学

部
）に
大
変
な
ご
教
示
・
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
お
力
添
え
を
賜
っ
た
お
三
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
科
研
費
（
研
究
課
題
／
領
域
番
号
２
３
Ｋ
０
０
５
５
７
）
の
助
成
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
資
料
画
像
は
い
ず
れ
ｗ
ｅ
ｂ
上
な
ど
で
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

〔
注
〕

１

 

挙
例
の
際
は
経
文
本
文
の
漢
字
を
挙
げ
、〈

〉
内
に
そ
の
振
り
仮
名
・
送
り
仮
名
を
原
文
通

り
の
片
仮
名
で
示
す
。（

）内
に
用
例
の
所
在
を
示
す
。

２

 

書
誌
調
査
に
つ
い
て
は
、
岡
田
一
祐
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
）
に
ご
助
言
・
ご
教
示
い
た

だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

３

 

改
行
は「
／
」で
示
す
。
以
下
同
様
。

４

 

引
用
に
お
け
る
下
線
・
傍
線
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
様
。

５

 

平
泉
郷
土
館
編（
２
０
０
４
）に
よ
れ
ば
、
大
正
三
年
刊
行
の『
長
嶋
村
誌
』の
編
纂
に
多
大
な

協
力
を
し
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
。

６

 

中
尊
寺
案
内
板
お
よ
び
堂
内
を
確
認（
２
０
２
３
年
１
１
月
）。

７

 

中
尊
寺
の
僧
侶
と
岩
淵
家
に
は
血
縁
関
係
は
な
い
が
、
中
尊
寺
の
土
地
の
耕
作
を
長
部
村
民

に
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
な
ど
の
事
情
も
あ
り
、
何
ら
か
の
行
き
来
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

と
の
こ
と（
千
葉
信
胤
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

８

 

３
５
例
か
ら
は「
例
」の
読
み「
タ
ト
ヒ
・
タ
ト
ヘ
」は
除
い
た
。

９

 （
６
ｂ
）の
例
は
、「
依
」の
つ
く
り
が「
衣
」で
あ
る
こ
と
か
ら
漢
字
を
誤
っ
て
イ
と
読
ん
だ
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。
本
資
料
に
は
、
漢
字
の
つ
く
り
に
引
か
れ
、
誤
っ
て
よ
み
を
付
し
た
と
思

わ
れ
る
例
が
ほ
か
に
も
あ
る
。
誤
読
だ
と
す
れ
ば
エ
→
イ
の
確
例
は（
６
ａ
）の
み
で
あ
る
。

10

 

な
お
、
通
常
の
濁
音
相
当
に
も
同
じ
双
点
が
示
さ
れ
て
お
り
、
濁
音
相
当
と
語
中
の
カ
行
・

タ
行
の
有
声
化
音
と
思
し
い
も
の
と
の
表
記
上
の
区
別
は
な
い
。
他
の
文
献
に
時
折
見
ら
れ

る
圏
点（
岡
田
２
０
１
３
、川
本
１
９
７
２
、肥
爪
２
０
１
９

: 

第
四
部
第
二
章
な
ど
に
よ
る
）

の
使
用
も
な
い
。

・
通
常
の
濁
音
相
当
の
表
記

ａ
．
楽
音〈
ガ
ク
ヲ
ン
〉（
１
折
）

ｂ
．
告〈
ツ
ゲ
〉（
３
折
）

11

 /i/

、 /u/

が
狭
母
音
。
こ
の
環
境
下
で
は
狭
母
音
が
無
声
化
す
る
た
め
直
後
の
無
声
子
音
が
有

声
化
し
な
い
と
い
う（
江
口
２
０
１
０
）。

12

 

こ
の
形
に
つ
い
て
は
井
上（
１
９
６
８
：
２
０
０
０
）で
終
止
形
キ
グ
な
ど
か
ら
の「
文
法
的
類

推
に
よ
る
変
化
」（
ｐ
．
３
６
４
）と
さ
れ
て
い
る
。

13

 

本
資
料
が
書
写
さ
れ
た
平
泉
町
は
、
斎
藤
（
２
０
０
１
）
が
記
述
し
た
一
関
市
の
す
ぐ
隣
に
位

置
す
る
。

14
 

資
料
に
よ
っ
て
エ
→
イ
の
混
同
は
あ
る
が
逆
は
多
く
な
い
、
サ
行
・
ハ
行
・
ラ
行
に
も
双
点

が
付
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
な
ど
、
資
料
間
の
違
い
も
多
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

15

 

た
だ
し
、本
資
料
の
言
語
的
特
徴
に
は
、よ
く
知
ら
れ
て
い
る
東
北
方
言
の
シ
と
ス
、チ
と
ツ
、

ジ
と
ズ
の
統
合
例
ら
し
き
も
の
は
現
時
点
の
調
査
で
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
先
行
研
究
が
指

摘
す
る
東
北
方
言
的
な
要
素
と
合
致
す
る
部
分
は
あ
る
も
の
の
、
す
べ
て
の
東
北
方
言
的
特

徴
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。



− 92 −

方
言
文
献
と
し
て
の
『
藥
師
瑠
璃
光
如
來
本
願
功
徳
經 

直
読
訓
點 

完
』（
一
） 

─
紹
介
と
翻
刻
─
（
久
保
薗
）

（27）

資
料
背
面
の
入
佛
式
に
関
す
る
記
録




